
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、

安
心
安
全
を
支
え
る

▼
京
都
駅
周
辺
地
区
浸
水
対
策
事

業京
都
駅
周
辺
地
下
施
設
の
浸
水

対
策
と
し
て
雨
天
時
に
、
雨
水
や

汚
水
を
一
時
的
に
溜
め
る
施
設（
塩

小
路
幹
線
）
を
整
備
。

▼
京
都
駅
周
辺
の
消
防
救
急
体
制

の
整
備

塩
小
路
通
河
原
町
東
入
上
之
町

に
塩
小
路
消
防
出
張
所
（
仮
称
）

を
新
設
。

▼
子
育
て
支
援

西
七
条
保
育
園
の
老
朽
改
築
整

備
（
平
成
２３
年
度
か
ら
３０
人
の
定

員
増
）。

環
境

▼
高
瀬
川
漏
水
対
策
調
査

近
年
、
水
量
の
減
少
が
見
ら
れ

る
た
め
、
水
量
確
保
を
目
的
と
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
。

▼
間
伐
材
を
活
用
し
た
道
路
付
属

物
の
整
備

東
本
願
寺
前
に
木
製
横
断
防
止

柵
を
設
置
。

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

▼
次
期
下
京
区
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み

今
年
度
上
半
期
に
素
案
を
発
表

し
意
見
募
集
を
実
施
、
年
度
内
に

計
画
を
策
定
し
公
表
す
る
。

▼
崇
仁
北
部
改
良
事
業
計
画
見
直

し
と
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

策
定

土
地
区
画
整
理
事
業
の
手
法
を

活
用
し
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
の

早
期
完
了
を
図
る
と
と
も
に
、
崇

仁
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
の
実
現
に

向
け
取
り
組
む
。

公
共
交
通
優
先
の
歩
く
ま
ち

▼
「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
戦

略
」
の
推
進

�
四
条
通
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

ー
ル
化
�注
に
向
け
、
課
題
解

決
の
た
め
の
社
会
実
験
な
ど

を
実
施
。

�注
歩
道
拡
幅
に
よ
る
快
適
な

歩
行
空
間
の
確
保
と
マ
イ
カ

ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
図
る
た
め
の
人
と
公
共
交

通
優
先
の
取
り
組
み
。

▼
区
民
・
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
る
京
都
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車

対
策
（
区
役
所
敷
地
内
で
の
駐
輪

場
の
拡
充
）

下
京
区
で
は
、１３０
周
年
の
昨
年
に
、

下
京
区
全
域
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開

催
な
ど
、「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」
の

推
進
に
つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
庁
舎
の
駐
車

場
を
縮
小
し
て
駐
輪
場
を
拡
充
し
、

２４
時
間
稼
働
の
個
別
ロ
ッ
ク
式
駐
輪

機
器
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
駐
輪
場
は
来
庁
者
以
外
の
方

で
も
一
定
時
間
無
料
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
京
都
駅
周
辺
の
迷
惑
駐

輪
の
解
消
、
自
動
車
使
用
の
抑
制
と

公
共
交
通
利
用
の
促
進
に
つ
な
げ
ま

す
。先

月
に
は
、
皆
様
の
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
来
庁
者
の
方
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
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市の介護保険第１号被保険者（６５歳以上の
方）を対象に、平成２２年度の介護保険料の通
知書を、４月下旬までにお送りします。
なお、２月に介護保険料が年金から引き落
としされた方には、４月にお送りしていた仮
計算による保険料のお知らせを廃止し、保険
料確定後の７月にのみお知らせするよう変更
します。４・６・８月に引き落とされる額は、
２月に引き落としされた額と同額となります。
変更のない方にお送りする通知書は、平成

２１年度の市民税を基に仮に算定した保険料を
お知らせするもので、今年度の市民税額の確
定後の７月に計算し直した保険料の通知書を
お送りします。通知書に綴られる納付書は、
納付方法（年金からの引き落とし・納付書で
金融機関に直接納付・口座振替）によって違
いがありますので、同封された説明書でご確
認ください。
特別徴収の方で、平成２０年中に一時的な所
得があり、昨年度の保険料が引き上げられた
方は、８月の引き落とし額を変更できる場合
がありますので、５月中に申請してください。
� 福祉介護課介護保険担当（�３７１―７２２８）

市では、予防接種法に基づき、次の
通り定期の予防接種を実施しています。
対象年齢の方には、接種することをお
勧めします。

※１ 通常はＤＰＴ（三種混合）ワクチンの接種を行いますが、百日せきにかかったことなどにより希望する
場合は、ＤＴ（二種混合）トキソイドの接種を受けることもできます。

※２ 通常はＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチンの接種を行いますが、特に希望する場合は、麻しんまたは風
しん単抗原ワクチンの接種を受けることもできます。

※３ 第３期の京都市立中学校で接種ができる方は在校生に限ります。それ以外の方は、協力医療機関で接種し
てください。

※４ 平成１７年５月３０日付けの厚生労働省の勧告により積極的な勧奨を行っていません。また、第２期の接種
は当面実施しません。ただし、厚生労働省による検討の結果、積極的勧奨、第２期の接種が再開される
場合があります。

注意 発熱している人や重篤な急性疾患にかかっている人、接種液の成分により重度のショック症状を起こし
た人などは予防接種を受けることができません。

無料保健センター

通年

生後６か月未満１回ＢＣＧ

３００円
（免除
制度あ
り）

協力医療機関

９歳～１３歳未満（標準は９歳）１回２期

日本脳炎※４

３歳～７歳６か月
（３歳で初回、４歳で追加の接種が望
ましい）

初回：６～２８日間隔で２回
追加：初回接種終了後、おお

むね１年後に１回
１期

無料

協力医療機関及
び第３期におい
ては、京都市立
中学校※３

高校３年生に相当する年齢の人（平成
２２年度は平成４年４月２日～平成５年
４月１日生まれの人）

１回（平成２５年３月末まで）４期

麻しん・風しん
（ＭＲ）※２

中学１年生に相当する年齢の人（平成
２２年度は平成９年４月２日～平成１０年
４月１日生まれの人）

１回（平成２５年３月末まで）３期

小学校入学の前の年に相当する年齢の
人（平成２２年度は平成１６年４月２日～
平成１７年４月１日生まれの人）

１回２期

生後１２か月～２４か月１回１期

協力医療機関

１１歳～１３歳未満（標準は１１歳）１回２期（ＤＴ）

生後３か月～７歳６か月
（初回は１歳まで、追加は初回接種か
ら１８月までの接種が望ましい）

初回：２０～５６日間隔で３回
追加：初回接種終了後、１２月

以上の間隔で１回
１期

百日せき・ジフテ
リア・破傷風
（ＤＰＴ）※１

保健センター４・
１０月

生後３か月～７歳６か月
（１歳６か月までの接種が望ましい）４１日以上の間隔で２回急性灰白髄炎（ポリオ）

料金場所時期接種対象年齢など接種回数種 類

� 健康づくり推進課成人保健・医療担当（�３７１―７２９２）
または市保健医療課（�２２２―４４２１）
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平平平平平平平平
成成成成成成成成
２２２２２２２２２２２２２２２２
年年年年年年年年
度度度度度度度度
京京京京京京京京
都都都都都都都都
市市市市市市市市
予予予予予予予予
算算算算算算算算

下下下下下下下下
京京京京京京京京
区区区区区区区区
にににににににに
関関関関関関関関
連連連連連連連連
すすすすすすすす
るるるるるるるる
主主主主主主主主
なななななななな
事事事事事事事事
業業業業業業業業
なななななななな
どどどどどどどど
をををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介
しししししししし
まままままままま
すすすすすすすす

下下京京区区でではは予予算算００円円でで庁庁舎舎駐駐輪輪場場のの拡拡充充をを提提案案

京都駅前周辺駐輪対策
協議会が毎月行う啓発
などの活動で一定の成
果は出ていますが、根本
的な駐輪場不足の解消
が必要となっています

介護保険料通知書を
お送りします

年金からの引き落とし（特別徴収）の
方はお知らせ方法が変更になりました
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平成２２年度

国民年金保険料の免除・
納付猶予制度をご存じですか

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
る
と
、
納
付
の
免
除
や
猶

予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
失
業
や
災
害
に
遭
わ
れ

た
場
合
は
、所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
様
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部

（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１

の
い
ず
れ
か
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
審
査
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
を
基
に
決
定

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
免
除
の
場
合
は
、

免
除
後
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
未
納
（
免
除
が
無
効
）
扱
い

に
な
り
ま
す
。

�
免
除
期
間
の
取
り
扱
い

老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
と
き
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
免
除

さ
れ
る
額
に
応
じ
て
一
定
の
割
合

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
お
よ
び
学

生
納
付
特
例
制
度

３０
歳
未
満
の
若
年
の
方
及
び
学

生
の
方
を
対
象
と
し
、
申
請
が
承

認
さ
れ
る
と
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
こ
の
審
査
は
、「
若
年
者
」

の
み
を
申
請
す
る
場
合
は
本
人
と

配
偶
者
、「
学
生
」
の
場
合
は
本
人

の
前
年
所
得
を
基
に
決
定
さ
れ
ま

す
。平

成
２１
年
度
に
引
き
続
き
、
学

生
納
付
特
例
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

申
請
書
（
は
が
き
）
を
で
き
る
限

り
４
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
納
付
猶
予
期
間
の
取
り
扱
い

老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
と
き
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
・
申
請

保
険
年
金
課
年
金
担

当
（
�
３７１
・
７
２
５
４
）

４
月
１
日
か
ら
、
下
京

保
健
所
は
「
下
京
保
健

セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た
。

定期予防接種のお知らせ

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１７２号 平成２２年４月１５日


